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 　離散量表象の認知過程について，学位論文の内容を発展させ，主
に以下の３つの実験研究を行った。１つ目に、離散量表象の発達過
程の検討を目的とし、５歳児及び成人を対象としたドット数の識別
における知覚的連続量の効果の検討を行った．結果を発達心理学会
で発表予定である．２つ目に、離散量識別の学習効果が、提示
フォーマット間及びに感覚モダリティ間で転移するか否かの検討を
行った．結果を、日本心理学会大会で発表した．３つ目に、逐次例
示された刺激の頻度識別における刺激特性の効果及びに刺激数の効
果を検討した。結果を国際学会で発表した．以下に各研究の概要を
示す． 

 Substantial empirical evidence has supported 
the idea that humans possess innate neural 
mechanisms that generate approximate, not 
precise numerical representation. A genuinely 
abstract number representation has been argued 
to be capable of representing t
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教育内容 / Educational Pursuits

研究計画

 今年度の研究では、学位論文の研究を踏まえ、発達研究、フォーマットの独立性、感覚モダリティの効果を検討した．
また、応用課題として、頻度識別における刺激特性の効果を検討した．次年度は、これをさらに発展させ、得られた離散
量抽出の特性が、どのような処理システムに依存しているのか、行動実験に加えてモデリングとシミュレーションにより
システムの構造及びメカニズムを検討する．さらに、幼児・児童を対象とした検討をつつけ、初期の算数学習と離散量識
別課今年度の研究では、学位論文の研究を踏まえ、発達研究、フォーマットの独立性、感覚モダリティの効果を検討し
た．また、応用課題として、頻度識別における刺激特性の効果を検討した．次年度は、これをさらに発展させ、得られた
離散量抽出の特性が、どのような処理システムに依存しているのか、行動実験に加えてモデリングとシミュレーションに
よりシステムの構造及びメカニズムを検討する．さらに、幼児・児童を対象とした検討をつつけ、初期の算数学習と離散
量識別課題との関連を検討する．
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